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骨や関節（運動器）の機能が損なわれると日常
生活が阻害され、生活的質（Quality of Life：
QOL）は著しく低下します。運動器の機能障害は
高齢者だけの問題ではなく、若者に多く発生する
靱帯損傷は運動機能の低下を来すだけではなく、
長期的な関節軟骨への負担増大により変形性膝関
節症のリスクファクターとなります。
運動器に機能障害をもたらす疾患や損傷の発生

メカニズムを解明し、より効果的な予防法や診
断・治療法を確立するためには、運動器の力学的
機能を十分に理解することが重要です。
そのためには直接的に関節の運動を測定するこ

とが重要と考え、X線で関節運動を撮影して骨を
可視化し、それにCTやMRIスキャンデータにより
対象者ごとに構築した三次元骨形状モデルをイ
メージマッチングすることで関節運動を高精度で
測定する手法を開発しています。これにより、
立った状態や歩行時における骨の動きや靱帯の変
形および関節軟骨の接触動態を詳しく解析するこ
とが可能となり、変形性関節症など運動器疾患の
発生や進行要因が明らかになります。このことは、
より効果的な予防法や治療法の開発に繋がり、医
療保健福祉分野と関連する産業界の発展が期待さ
れます。
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